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Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
業績ハイライト
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【ポイント】

■売上高は、顧客からの労働時
間抑制要請に伴い、時間内・外
工数の減少、稼働率の低下、技
術者単価アップの未達により、
前年同期比18.2％減少。

■売上高の減少等により、営業
損失が発生（前年同期営業利
益98百万円）、同理由により経
常損失が発生（前年同期経常
利益99百万円）。

■純利益は、今期賞与の不支給
に伴い、前期に計上した賞与引
当金を特別利益に計上。前年
同期比4.7％減少。

実績 構成比 実績 構成比 前年比
（%） （%） （%）

売上高（百万円） 1,292 100.0 1,057 100.0 ▲ 18.2

営業利益（百万円） 98 7.6 ▲ 26 ▲ 2.5 ー

経常利益（百万円） 99 7.7 ▲ 27 ▲ 2.6 ー

第1四半期純利益（百万円） 56 4.4 53 5.1 ▲ 4.7

'10年1月期'09年1月期

第1四半期 第1四半期

※前年同期実績及び前年同期比増減率は参考として記載しております。
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Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
事業別売上高 ＜前年同期比＞

【ポイント】

■技術者派遣事業における、特
定労働者派遣の売上高は、前
年同期比19.6％減少 、一般
労働者派遣の売上高は、前年
同期比28.3％減少。

■’08年5月より開始した請負事
業は、取引顧客のニーズも高ま
り、21百万円の売上が発生。

【事業別売上高：百万円】
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Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
セグメント別①（分野）売上高 ＜前年同期比＞

【ポイント】

■分野別売上高は、機械設計開
発は前年同期比27.7％減少、
電気・電子設計開発は前年同
期比5.6％減少、ソフトウェア開
発は前年同期比28.3％減少。

■輸出依存度の高い、自動車関
連企業や家電関連企業の業績
の大幅な悪化が、全分野の売
上に対して大きく影響。

【分野別売上高：百万円】
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Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
セグメント別②（職種）売上高 ＜前年同期比＞

【ポイント】

■自動車業界、家電業界の取引
減少に伴い、樹脂/板金職種は
前年同期比25.6％減少、解析
職種は33.3％減少、制御ソフト
職種は32.6％減少。

■半導体職種においては、請負
事業の売上が貢献し、前年同期
比11.7％増加。
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【職種別売上高：百万円】

（当社が派遣している技術員の職種別の売上高）
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Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
セグメント別③（業種）売上高 ＜前年同期比＞

【ポイント】

■家電製品や自動車電装品等の
業界が属する電気機器業種が
全体の52.5％を占有。続いて精
密機器が16.0％、輸送用機器
が14.1％。

■繊維・パルプ・紙業種及びサー
ビス業種においては、取引量の
増加や新規取引発生により微
増。
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【業種別売上高：百万円】

（当社の顧客の業種別の売上高）
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【ポイント】

■’09年1月頃から契約期間満了
後に継続契約を締結しないとい
う事象が発生。

■’09年3月末には多くの顧客に
おいて継続契約しない事となり
、非稼動人員数が増加し、稼働
率が低下。

稼働率＝派遣稼動人員数÷
派遣対象在籍人員数（※）

（※）新入社員等の期中入社者は、
配属までは、派遣対象在籍人員
数に含みません。
上記稼働率には、‘08年5月より
開始した請負部門の人員は含み
ません。

【稼働率：%】

Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
稼働率
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Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
技術者単価及び平均年齢
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【ポイント】

■前年に入社した新卒が、新年
度より既存のカテゴリーに含ま
れるため、2月は平均単価が低
下。

■4月度は単価改定交渉が難航
したため、平均技術者単価は低
下。

【技術者単価：円】

技術者単価（1時間当たりの単価）
＝月間総売上高÷月間総労働工数

平均年齢は、当社の事業年度の開始月
の2月を表記しております。
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’08年2月度

●平均年齢 26.1歳
■平均年齢 26.4歳

’09年2月度

●平均年齢 26.1歳
■平均年齢 26.4歳
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【ポイント】

■大学教授等からの紹介や求人
ウェブ等を活用した結果、新卒
春採用人数は前年同期比28.7
％減少。

■昨年夏以降に市場環境が急変
し、顧客の派遣活用予測が不透
明となったため、採用の質と量
のバランスを考慮し、採用人数
は減少。

・ 中途採用 ／ 0人
・ 新卒秋採用 ／ 0人
・ 新卒春採用 ／ 127人
・ 合 計 ／ 127人

【技術系社員採用実績：人】

(第1四半期)

【127人】

Ⅰ 第48期（’10年1月期） 第1四半期決算概要
技術系社員採用実績
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Ⅱ 第48期（’10年1月期） 業績予想
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短期的

中・長期的

［景気動向］ ［顧客動向］

(国内製造業)

［業界動向］

（技術者派遣）

世界的な景気後退

設備投資の減少

輸出の減少

個人消費の冷え込み

企業業績の低迷・悪化

回復時期が不透明

生産活動は極めて低水準

雇用の大幅な調整

派遣会社の絞込みによる
管理コストの削減

製造拠点の統廃合

派遣人員を削減したが設計
開発に対する業務量は一定

Ⅱ 第48期（’10年1月期） 業績予想
市況の見通し

業界再編

大手が独占し固定化してい
た取引が流動

顧客獲得競争の激化

財務状況の悪化

人員の削減

労働者派遣法の改正

事業の「選択と集中」が進行
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■全社基本方針
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Ⅱ 第48期（’10年1月期） 業績予想
今期の活動方針

■各部門方針

原点回帰元年と位置づけ、「ピンチをチャンス」に変えるべく、準備をします。

需要回復期に向けた跳躍力の鍛錬（体質改善）を実行し、流動しているシェアの
獲得を目指します。

より優秀な学生を確保するチャンスであり、
積極的な採用活動を展開いたします。

採用部門

教育部門 お客様の技術者への評価を真摯に受け止め、
バランスの取れたエンジニアを育成し、顧客満足度を高めます。

営業体制の強化を実行し、流動しているシェアの確保を第一優先とする
戦略を進めてまいります。請負事業体制構築を進めてまいります。

各制度の総点検を行い、経営効率を高めます。広報活動の強化により、
特定派遣事業と一般派遣事業の理解、認知度の向上に努めます。

営業部門

管理部門
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Ⅱ 第48期（’10年1月期） 業績予想
サマリー
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実績 構成比 予想 構成比 予想 構成比

（%） （%） （%）

売上高（百万円） 1,057 100.0 1,824 100.0 4,830 100.0

営業利益（百万円） ▲ 26 ▲ 2.5 ▲ 310 ▲ 17.0 0 0.0

経常利益（百万円） ▲ 27 ▲ 2.6 ▲ 311 ▲ 17.0 1 0.0

当期純利益（百万円） 53 5.1 ▲ 237 ▲ 13.0 0 0.0

通期

第2四半期

累計期間

第1四半期

累計期間

－13－

【ポイント】

■通期業績に対する
第1四半期売上高の
進捗率は21.9％。

■第2四半期予想に対
する第1四半期売上高
の進捗率は57.9％。



■第2四半期累計期間
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Ⅱ 第48期（’10年1月期） 業績予想
業績予想の理由

■通期

需要動向は依然として不透明であるものの、第2四半期における最善の需要予測に基づく
一定の見通しを得ました。

2009年6月4日開催の取締役会において’10年度1月期 夏季及び冬季賞与の不支給を決議。
これにより、’09年1月期に計上した賞与引当金127百万円及び賞与にかかる
未払法定福利費16百万円の合計額143百万円を’10年1月期に特別利益として計上。

なお、上記の第2四半期累計期間における業績予想には、この内容を織り込んでおります。

上記の措置の他、雇用調整助成金の活用をはじめとする様々な経営施策に取り組んでおりますが、
その効果を測定するには至っておりません。
現時点においては、’10年1月期の業績予想は変更しておりません。

通期の需要予測及び収支状況につきましては、その効果が明らかとなり、
信頼性の高い数値が算出可能となった時点で、速やかに公表いたします。
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Ⅱ 第48期（’10年1月期） 業績予想
株主還元方針等

■株主還元方針

◎１株当たり80円（予定） ※前期配当額と同額

今期の当期純利益予想は0百万円としておりますが、前期末時点における配当原資
（その他利益剰余金）を考慮しております。
不況下においても、売上拡大・利益率の向上を実現し、でき得る限りの株主還元の
実施をしたいと考えております。
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■社会貢献への取り組み

2009年2月より、Jリーグ「ジュビロ磐田」のオフィシャルスポンサーとなりました。

ジュビロ磐田のホームゲーム開催時には、地域の皆様とともに応援し、感動と喜びを共有するため、
年間を通じて、チケットを地元市役所選定のもと、社会福祉施設等に寄贈しております。

【寄贈先】 あおばのさと、磐田学園、おおふじ学園、太陽の家、たんぽぽ共同作業所、とよだ授産所、
袋井特別支援学校、ふれ愛ひろばくすの木、松ぼっくり、緑ヶ丘学園、竜洋あゆみ授産所、
ワークハウスペンギン



■本資料は、当社をご理解いただくための情報提供を目的としたものであり、
当社が発行する有価証券への投資を勧誘する目的としたものではありません。

■本資料は、正確性を期すために慎重に作成しておりますが、完全性を保障する
ものではありません。本資料中の予測や情報によって生じた障害や損害に
ついては、当社は一切責任を負いません。

■本資料に記載された意見や予測等の情報は、本資料作成時点の当社の判断
によるものであり、潜在的リスクや不確実性が含まれております。そのため、
事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績及び記載されている
将来見通しとは乖離が生じる事がありますのでご承知ください。

本資料お取り扱いに関して
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本資料に関するお問い合わせ先
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株式会社 アルトナー
経営戦略本部 IRグループ

FAX     ： 03‐3436‐0806

E‐mail   :  ir@artner.co.jp

TEL  ： 03‐5472‐7001
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